
～ひと、モノが行き交い、地域資源を～ひと、モノが行き交い、地域資源を

活用した活用した賑賑
に ぎに ぎ

わいと活力のあるまちへ～わいと活力のあるまちへ～

（3）平成 22 年（2010 年）４月１日発行 第 1207 号広 報 き し わ だ

～快適で安全な生活基盤を築き、～快適で安全な生活基盤を築き、

生活環境を守るまちへ～生活環境を守るまちへ～

～市民の目線に立った、質の高い～市民の目線に立った、質の高い

行政サービスを提供するまちへ～行政サービスを提供するまちへ～

連
休
中
の
小
児
救
急
診
療

連
休
中
の
小
児
救
急
診
療

　

健
康
保
険
証
が
必
要
で
す
。
診
察
医
療
機
関
・
時
間
は
左

表
の
通
り
で
す
。

※　

来
院
前
に
必
ず
電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

日日
時時

医
療
機
関
名
（
電
話
番
号
）

医
療
機
関
名
（
電
話
番
号
）

４/29 ・４/29 ・
5/2 ～ 5/5 5/2 ～ 5/5 

午
前
９
時
～
正
午
、

午
前
９
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
４
時
、

午
後
１
時
～
４
時
、

午
後
５
時
～

午
後
５
時
～
1010
時時

泉
州
北
部
小
児
初
期
救
急
広
域
セ
ン

泉
州
北
部
小
児
初
期
救
急
広
域
セ
ン

タ
ー
タ
ー
（

（

443443
・
５
９
４
０
）

・
５
９
４
０
）

４/29４/29


2323
時
～
翌
６
時

時
～
翌
６
時

岸
和
田
市
民
病
院

岸
和
田
市
民
病
院

（

（

445445
・・
１
０
０
０
）

１
０
０
０
）

5/25/2


2323
時
～
翌
６
時

時
～
翌
６
時

岸
和
田
市
民
病
院

岸
和
田
市
民
病
院

（

（

445445
・
１
０
０
０
）

・
１
０
０
０
）

5/35/3


2323
時
～
翌
６
時

時
～
翌
６
時

岸
和
田
徳
洲
会
病
院

岸
和
田
徳
洲
会
病
院

（

（

445445
・
９
９
１
５

・
９
９
１
５))

5/45/4


2323
時
～
翌
７
時

時
～
翌
７
時

和
泉
市
立
病
院

和
泉
市
立
病
院

（

０
７
２
５
・

（

０
７
２
５
・
4141
・
１
３
３
１
）

・
１
３
３
１
）

5/55/5


2323
時
～
翌
６
時

時
～
翌
６
時

泉
大
津
市
立
病
院

泉
大
津
市
立
病
院

（

０
７
２
５
・

（

０
７
２
５
・
3232
・
５
６
２
２
）

・
５
６
２
２
）

　

４
月
１
日

か
ら
一
般
家

庭
の
普
通
ご
み
は
、
有
料
の

指
定
袋
で
お
出
し
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
伴

い
、
一
般
家
庭
ご
み
処
理
券

（
無
料
、
有
料
い
ず
れ
も
。

粗
大
ご
み
処
理
券
は
除
く
）

は
、
ご
利
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
未
使
用
の
有
料

の
一
般
家
庭
ご
み
処
理
券

（
シ
ー
ル
）
の
買
い
取
り
を

行
い
ま
す
。

有
料
ご
み
処
理
券
の
買
取
額

▼

45
リ

ッ

ト

ル

袋

用

…

１
０
０
円

▼
30
リ
ッ
ト
ル
袋
用
…
70
円

期
間　

５
月
31
日

ま
で
の

午
前
９
時
半
～
午
後
８
時

場
所　

市
役
所
別
館
１
階
ロ

ビ
ー
、
岸
和
田
市
環
境
事

務
所
（
土
生
町
２
丁
目
）

※　

６
月
１
日

以
降
は
、

岸
和
田
市
環
境
事
務
所

（
土
・
日
曜
日
、
祝
・
休

日
を
除
く
午
前
９
時
～
午

後
５
時
半
）
で
行
い
ま

す
。

持
参
す
る
も
の　

認
印
、
未

使
用
の
有
料
ご
み
処
理
券

問
合　

生
活
環
境
課
管
理
担

当
（

423
・
９
４
３
９
）

未
使
用
の
有
料
ご
み
処
理
券
の
取
り
扱
い

未
使
用
の
有
料
ご
み
処
理
券
の
取
り
扱
い

「
広
報
き
し
わ
だ
」
４
月

「
広
報
き
し
わ
だ
」
４
月
1515
日
号
の
発
行
は

日
号
の
発
行
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※　

４
月
か
ら
、
発
行
は
月
１
回
（
１
日

※　

４
月
か
ら
、
発
行
は
月
１
回
（
１
日

　

号
の
み
）
と
な
っ
て
い
ま
す

　

号
の
み
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　防災街区整備事業としてＪＲ東岸和田駅東地区を整備し、賑

わいのあるまちづくりを目指します（まちびらきは今秋の予

定）。

　また、鉄道の高架化事業など関連事業との相乗効果により、

本市の都市拠点としての整備を進めます。

○○東岸和田駅東地区を防災東岸和田駅東地区を防災
街区として整備街区として整備

19 億 7,452 万円19 億 7,452 万円

　老朽化した防災行政無線を順次更新しま

す。これにより、災害発生時に正しい情報を

提供し、市民と連携して総合的な防災体制の

確立を目指します。

○○防災行政無線を整備防災行政無線を整備 1 億1 億円円

　ＪＲ阪和線東岸和田駅付近を高架化し、交通渋滞を解消しま

す。昨年度から仮線工事に着手しており、平成28年頃の完成を

目指します。

○○ＪＲ東岸和田駅付近ＪＲ東岸和田駅付近
を高架化を高架化

6 億 3,930 万円6億 3,930 万円

　星和上松台から市道包近流木線までの760ｍを整備します。

大規模開発などによる急激な宅地化で人口が増えているにもか

かわらず、道路が狭小なため通勤通学時に交通渋滞が多発して

おり、整備によりその解消を図ります。

○○岸和田港福田線を整備岸和田港福田線を整備 2 億　804 万円2億　804 万円

　朝陽小学校の耐震化改築工事を平成23年度までの３カ年で行

っています。

　また、城内小学校外９小学校、北中学校外３中学校、岸城幼

稚園の耐震診断などを行います。

【詳細】

　学校教育施設は、児童生

徒の教育環境として重要な

意義を持ち、また災害時の

避難場所としての役割をも

果たすことから、その安全

性の確保は重要です。

　そのため、市では計画的

に耐震化を図るため「岸和

田市学校教育施設耐震化計

画」を策定し、平成20年度

からの10年間での達成に取り組んでいます。

■今年度の予定■今年度の予定

　▼朝陽小学校の耐震化改築工事

　▼城内・城東・東城・八木北・八木南・八木・天神山・光

　　明・中央・修斉小学校、北・光陽・桜台・城中学校、岸

　　城幼稚園の耐震診断と設計

○朝陽小○朝陽小学校などを耐震化学校などを耐震化 4 億　　52 万円4億　　52 万円

　仮称「地域交流センター・農産物直売所等施設」の整備を支

援するなど、農山漁村交流の活性化を図ります。

○農山漁村の交流を活性化○農山漁村の交流を活性化 2 億 4,752 万円2億 4,752 万円

　阪南港阪南２区の産業集積拠点に移転・進出した企業に対し

て、固定資産税相当額などの助成を行います。

○阪南２区への○阪南２区への企業立地を企業立地を
促進促進

4,631 万円4,631 万円

　ローズバスを含め、公共交通や補助金のあ

り方などの検討を行います。

◎◎バス交通の充実を検討バス交通の充実を検討 245 万円245 万円

工事が進む朝陽小学校工事が進む朝陽小学校

　平成24年度に、住民基本台帳情報などを処理しているホスト

コンピュータをオープン系システムに移行するするため、シス

テムの選定などを行います。

◎◎基幹系システムを再構築基幹系システムを再構築 3,600 万円3,600 万円

◎◎岸和田城周辺を活性化岸和田城周辺を活性化 1 億 6,000 万円1億 6,000 万円

　岸和田城周辺を整備し、賑わいのあるまちづくりを目指しま

す（平成24年度までの継続事業）。今年度は、憩いのゾーン

や観光交流センター、市営観光駐車場石垣上のポケットパーク

の整備などに着手します。

【詳細】

　岸和田城周辺の歴史と伝統ある豊かな資源を、市の内外に広

く発信していきます。それにより、市で暮らす人と来訪者が交

流する賑わいのあるまちづくりを目指します。

■実施を予定している主なもの■実施を予定している主なもの

　▼岸和田城の堀端を憩いのゾーンと位置づけ、快適な空間を

　　提供します。

　▼府道堺阪南線(旧国道26号)本町歩道の照明を整備します。

　▼寺町筋の電柱を無くすなど、景観を整備します。

　▼南海岸和田駅前に観光案内所を設置します。

　▼観光ボランティアガイドの充実や多様なルートマップの作

　　成、多言語情報サイトの構築などで地域の魅力を発信しま

　　す。

　▼二の丸広場（岸城町）を整備します。

観光交流センター（イメージ）
○観光情報の提供
○軽食の提供や休憩スペースの
設置　など

二の丸広場の整備イメージ二の丸広場の整備イメージ

広場の芝生化
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